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予算審査

 　今後の基金残高の推移及び数年で枯渇する基金の危機的状況を回避することは
可能なのか伺う。
 　令和8年度当初予算では、行財政改革の取組みとして掲げた一般財源ベースで
5億円の削減効果から、物価高騰や人件費が上昇する状況であったが、昨年度よ
り基金繰入金を減少させることができた。

　　しかし、当初予算は骨格予算であることや
今後も物価高騰の状況を考えると楽観視でき
ない。今後も収支不足を多額の基金で補う状
況が続けば、基金残高は減少する。行政サー
ビスの提供や安全安心な暮らしを支える様々
な事業も財源不足から実施が困難となる。危
機的状況を回避するためには、慣例や既成概
念に捉われず、事業の選択と集中の実質化を
進め、様々な手段手法により歳入確保を図っ
ていかなければならない。

Ｑ

Ａ

 　3月に引換えを行った15,000円分のヨロカポイント付与に充てた国の令和7
年度補正予算、重点支援地方交付金3億7,400万円の残額4,808万5千円を
令和8年度に繰越した経緯とその取扱いは。
 　重点支援地方交付金について翌年度への繰越しが可能となったことから、令和
8年度事業へ充当することとした。充当事業としてヨロカポイントの還元キャン
ペーンに1,302万1千円、中小企業の生産性向上や賃上げできる環境づくりへの
補助に2,000万円、給食費の保護者負担軽減の補助に1,432万5千円、小学校
の燃料費に73万9千円の充当をさせていただいた。

 　重点支援地方交付金の推奨事業メ
ニューには物価高騰に伴う低所得者や高
齢者世帯支援とあるが、令和8年度予算
に低所得者や高齢者世帯に特化した事業
が組み込まれていないが。

 　令和7年度に住民税非課税世帯に対す
る重点支援給付金と定額減税補填給付金
を実施した。3月の15,000円分のヨロ
カポイント付与も低所得者、高齢者を含
んでおり理解いただきたい。

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

 遠  藤 　 隆  男  議員
えん どう たか お

市政クラブ

会派代表として予算全体のことを質問しました

持続可能で健全な財政運営を

物価高騰に係る対策予算

原油価格の上昇により、あらゆる石油製品が
値上げとなるなど物価の高騰が止まらない

 倉  澤 　 宏  議員
くら さわ ひろし

市民ネット

健全な財政運営で総合計画の具現化を

総括質疑

名寄市の財政課題について

重点支援地方交付金について
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定例会

▼
第
１
回
定
例
会
が
２
月　

日
か
ら
３
月　

日

24

12

ま
で
の　

日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

17

　

そ
の
間
、
令
和
８
年
度
予
算
審
査
も
行
わ
れ

ま
し
た
。

▼
定
例
会
で
は
８
名
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行

い
ま
し
た
。

定
例
会
の
概
要

ピック

　アッ
プ

※この日程は変更になる場合がありますのでご確認のうえ、市役所４階の議場までお越しください。

6月2日（火）〜6月17日（水）次の定例会開会予定は…

【お問い合わせ】　議会事務局　☎③2111（内線3425・3426）

※議場での音声を鮮明に聴くため、携帯型受信機をご用意しています。たくさんの方の傍聴をお待ちしています。

議 会 を 傍 聴 し ま せ ん か

条例
廃止

名寄市廃校体育施設の設備及び

　老朽化の極めて激しい旧名寄市立風連日進小学
校屋内運動場と旧名寄市立東風連小学校屋内運動
場の廃校体育施設の一般利用を終了するため、条
例を廃止しました。

管理に関する条例の廃止

補正 
予算

今回の補正は、年度末にあたり事
業の確定に伴う事業費や人件費な
どの調整が主なものです。

◎
令
和
７
年
度
名
寄
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
６
号
）
に
つ
い
て
審
議
し
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

 
・
物
価
高
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る

０
歳
か
ら
高
校
３
年
生
ま
で
の
子
ど

も
達
を
扶
養
す
る
子
育
て
世
帯
を
支

援
す
る
た
め
、
物
価
高
対
応
子
育
て

応
援
手
当
給
付
事
業
費
６ 
５
２
６

万
２ 
０
０
０
円
を
追
加
し
ま
し
た
。

・
様
々
な
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
て

い
る
市
民
に
対
し
、
１
人
当
た
り
名

寄
市
電
子
地
域
通
貨
Ｙ
ｏ
ｒ
ｏ
ｃ
ａ

１
万
５ 
０
０
０
円
ポ
イ
ン
ト
分
を

付
与
す
る
た
め
、
物
価
高
騰
対
策
く

ら
し
応
援
重
点
支
援
事
業
費
３
億

７ 
４
０
０
万
円
を
追
加
し
ま
し
た
。

 
◎
名
寄
市
に
可
能
な
限
り
早
期
に
法
律

事
務
所
を
設
置
し
、
１
名
以
上
の
常

勤
弁
護
士
の
配
置
を
求
め
る
決
議
を
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

，

，
，

，
令
和
８
年　

第
１
回
臨
時
会

令
和
８
年
１
月　

日
19
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定例会

結　果議　　　件　　　名議案番号
原案可決令和７年度名寄市一般会計補正予算（第６号）議案第１号
原案可決常駐の法律事務所の早期開設を求める決議決議案第１号

令和8年 　第１回臨時会　 議決結果

※公（公明）  共（日本共産党）  市（市民の声）  な（共生なよろ）  議（議長）  ※議長は表決に加わりません。

な市共公議市政クラブ市民ネット　
  
議 
員 
名

議　　件　　名議案番号
中
畠　

孝
幸

佐
藤　
　

靖

川
村　

幸
栄

高
橋　

伸
典

山
田　

典
幸

東　
　

千
春

東
川　

孝
義

遠
藤　

隆
男

清
水　

一
夫

今
村　

芳
彦

谷　
　
　

聡

水
間　

健
詞

高
野
美
枝
子

倉
澤　
　

宏

山
崎
真
由
美

○○×○—○○○○○○○○○○名寄市公立大学法人評価委員会条例の制定について議案第１号
○○×○—○○○○○○○○○○令和８年度名寄市一般会計予算議案第18号
○〇×○—○○○○○○○○○○令和８年度名寄市国民健康保険特別会計予算議案第19号

《賛否の分かれた議案》 ※ ○（賛成）　×（反対）　欠（欠席）　退（退席）

結　果議　　　件　　　名議案番号
原案可決名寄市公立大学法人評価委員会条例の制定について議案第１号
原案可決名寄市行政手続条例の一部改正について議案第２号
原案可決名寄市職員の育児休業等に関する条例の一部改正について議案第３号
原案可決名寄市職員等の旅費に関する条例の一部改正について議案第４号
原案可決名寄市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について議案第５号
原案可決名寄市廃校体育施設の設備及び管理に関する条例の廃止について議案第６号
原案可決財産の取得について議案第７号
原案可決財産の取得について議案第８号
承　　認専決処分した事件の承認について議案第９号
原案可決令和７年度名寄市一般会計補正予算（第８号）議案第10号
原案可決令和７年度名寄市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）議案第11号
原案可決令和７年度名寄市介護保険特別会計補正予算（第３号）議案第12号
原案可決令和７年度名寄市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）議案第13号
原案可決令和７年度名寄市立大学特別会計補正予算（第２号）議案第14号
原案可決令和７年度名寄市病院事業会計補正予算（第１号）議案第15号
原案可決令和７年度名寄市水道事業会計補正予算（第２号）議案第16号
原案可決令和７年度名寄市下水道事業会計補正予算（第２号）議案第17号
原案可決令和８年度名寄市一般会計予算議案第18号
原案可決令和８年度名寄市国民健康保険特別会計予算議案第19号
原案可決令和８年度名寄市介護保険特別会計予算議案第20号
原案可決令和８年度名寄市食肉センター事業特別会計予算議案第21号
原案可決令和８年度名寄市後期高齢者医療特別会計予算議案第22号
原案可決令和８年度名寄市立大学特別会計予算議案第23号
原案可決令和８年度名寄市病院事業会計予算議案第24号
原案可決令和８年度名寄市水道事業会計予算議案第25号
原案可決令和８年度名寄市下水道事業会計予算議案第26号
原案可決名寄市介護保険条例の一部改正について議案第27号
原案可決名寄市過疎地域持続的発展市町村計画について議案第28号
原案可決工事請負契約の変更について議案第29号
原案可決工事請負契約の変更について議案第30号
原案可決令和７年度名寄市一般会計補正予算（第９号）議案第31号

令和8年 　第１回定例会　 議決結果
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これってどういう意味？ 議会ことば
ぎかいナビ先生がやさしく解説！

議員の主な権利として、一般質問の権利、緊急質問の権利、質疑
の権利などがあります。今回は「質問」にかかわることについて
やさしく学んでみよう。

「質問」ってぜんぶ同じじゃないの？ 

議会ことば

もっち

名寄市議会議員を
目指す中学三年生

議会ナビ先生

議会のことなら
なんでも聞いて！

定例会と言って3月、6月、9月、12月に必ず行われる議会の
時にできるのが「一般質問」だよ。ほかには「緊急質問」があり
一般質問が終わった後や臨時議会に、緊急に質問しなければなら
ないことが起きた時ややむを得ない時にする質問だよ。緊急質問
を行うときは、事前に議会の同意が必要なんだよ。

市が行っている仕事（一般事務）について、市長や担当部長など
に質問し、見解などを求めるのが「一般質問」だよ。
「質疑」というのは、議題になっている議案などについて、 疑  義 （疑

ぎ ぎ

問点など）をただすために行われるんだよ。

これからも、少しずつ議会ことばについて解説していく予定だよ。
一緒に学んでいこう。

先生、「一般質問」とか「代表質問」とかって聞くけど…
「質問」にもいろいろあるんだね

「一般質問」と「質疑」はどうちがうの? 

「質問」だけでもいろんなルールがあることがわかったよ。
議員の権利や義務について、もっと詳しく知りたいな。



市政全般について考え方や方針などを市長などに質問します
二次元コードより発言の様子を見ることができます 8

一般質問

夢あるまちづくりを

西
２
南
７
に
学
生
寮
を

中
心
と
し
た
施
設
を
検

討
し
て
い
る
。
公
共
施

設
等
再
配
置
計
画
が
ず

れ
て
お
り
、
具
体
的
な

推
進
に
向
け
て
は
ま
ち

づ
く
り
会
社
の
支
援
も

得
な
が
ら
、
具
体
的
な

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
早
急

に
明
示
す
る
。

や
名
農
キ
ヤ
ン
パ
ス
の

跡
地
活
用
な
ど
、
地
の

利
を
生
か
し
た
付
加
価

値
の
高
い
産
業
誘
致
、

育
成
な
ど
も
可
能
で
あ

る
。

 
　

中
心
市
街
地
が
メ
イ

ン
コ
ア
と
し
て
の
賑
わ

い
や
活
性
化
に
向
け
て
、

Ｑ

 
　

名
寄
市
は
合
併
後　
20

年
の
節
目
を
迎
え
、
昨

年　

月
時
点
で
約　

％

12

23

の
人
口
減
と
な
っ
て
い

る
。
今
後
の
人
口
減
少

緩
和
策
及
び
第
２
次
行

財
政
改
革
推
進
基
本
計

画
の
成
果
と
今
後
の
目

指
す
べ
き
姿
は
。

 
　

人
口
減
少
緩
和
策
と

し
て
総
合
計
画
、
総
合

戦
略
の
施
策
推
進
を
基

に
子
育
て
支
援
や
地
域

産
業
の
活
性
化
を
推
進

し
て
き
た
。
し
か
し
自

然
増
減
と
社
会
増
減
共

に
減
少
が
続
い
て
い
る
。

新
た
な
雇
用
の
場
の
確

保
に
向
け
て
、
名
寄
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
物

流
拠
点
化
、
王
子
跡
地

ＱＡ

生
委
員
児
童
委
員
の
記

念
日
で
あ
り
、
組
織
的

に
啓
発
活
動
を
行
っ
て

い
る
。知
っ
て
も
ら
う
、

興
味
を
持
っ
て
も
ら
う

よ
う
取
り
組
み
た
い
。

　
　

チ
ー
ム
化
も
訪
問
先

が
異
性
の
場
合
な
ど
に

同
性
の
委
員
が
配
慮
す

る
、
と
い
っ
た
委
員
間

で
の
協
力
体
制
を
取
っ

て
い
る
。

【
他
の
質
問
】

　

重
層
的
支
援
体
制
の
構

築
に
向
け
て

 
　

事
務
局
と
し
て
日
頃

の
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
る
ほ
か
、
意
見
を

庁
内
で
共
有
し
て
い
る
。

 
　

な
り
手
不
足
の
対
応

は
。

 
　

委
員
選
定
の
条
件
が

緩
和
さ
れ
、
地
域
に
お

勤
め
の
方
も
担
え
る
よ

う
に
な
り
、
１
名
が
選

任
さ
れ
た
。

 
　

大
変
な
仕
事
。
担
い

手
づ
く
り
や
チ
ー
ム
化

な
ど
前
向
き
な
取
組
み

は
。

 
　

毎
年
５
月　

日
は
民

12

ＡＱＡＱＡ

 
　

ど
う
い
う
仕
事
か
。

 
　

住
民
の
身
近
な
相
談

相
手
と
し
て
、
行
政
や

関
係
機
関
に
つ
な
ぐ
相

談
支
援
や
高
齢
者
の
安

否
確
認
、
見
守
り
を

行
っ
て
い
る
ほ
か
、
月

に
１
回
課
題
の
共
有
や

委
員
同
士
の
研
修
を

行
っ
て
い
る
。

 
　

活
動
は
無
報
酬
か
。

 
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
の

で
給
与
や
報
酬
は
支
給

さ
れ
て
い
な
い
が
、

日
々
の
活
動
に
必
要
な

通
信
費
や
交
通
費
の
一

部
が
道
と
市
か
ら
支
払

わ
れ
て
い
る
。委
員
で

構
成
す
る
名
寄
市
民
生

委
員
児
童
委
員
連
絡
協

議
会
に
合
算
し
て
支
出

し
て
お
り
、
使
い
道
は

全
体
会
議
で
確
認
し
て

い
る
。

 
　

名
寄
市
の
支
援
は
。

ＱＡＱＡＱ

民生委員になろう
民
生
委
員
っ
て
何
？

人
口
減
少
緩
和
策
は

中心市街地活性化に向けて早急なロードマップの明示を

中
心
市
街
地
活
性
化
対

策
は公

共
施
設
の
再

配
置
を
含
め
た

今
後
の
計
画
は
。

 
　

中
心
市
街
地

の
再
配
置
を
目

指
す
公
共
施
設

の
整
備
候
補
地

に
つ
い
て
、
西

３
南
６
に
図
書

館
機
能
を
持
つ

複
合
施
設
を
、

Ａ

民生委員・児童委員のマーク

民生委員・児童委員の徽章などに用いら
れているこのマークは、幸せのめばえを
示す四つ葉のクローバーをバックに、民
生委員の「み」の文字と児童委員を示す双
葉を組み合わせ、平和のシンボルの鳩を
かたどって、愛情と奉仕を表しています。

画像は全国民生委員児童委員連合会HPから引用

東 川 　 孝  義  議員
かわ たか よし

市政クラブ
ひがし

 今  村 　 芳  彦  議員
いま むら よし ひこ

市政クラブ



質問・答弁の原稿は質問者本人がまとめたものです9

一般質問

避難行動要支援者の救済支援を

持
っ
て
い
な
い
高
齢
者

へ
の
災
害
情
報
の
伝
達

方
法
は
。

 
　
「
災
害
情
報
を
電
話

や
フ
ァ
ク
ス
な
ど
で
一

斉
送
信
す
る
」、「
ス

ピ
ー
キ
ャ
ン
・
ラ
イ
デ

ン
の
登
録
」
に
つ
い
て
、

町
内
会
を
通
じ
て
周
知

し
て
い
る
。
今
後
も
多

く
の
市
民
に
登
録
し
て

も
ら
え
る
よ
う
制
度
と

サ
ー
ビ
ス
情
報
の
周
知

を
進
め
る
。

Ａ

ス
テ
ム
端
末
に
入
力
す

る
必
要
が
あ
る
。
こ
の

た
め
、
入
力
作
業
が
遅

滞
し
な
い
よ
う
、
道
が

実
施
し
た
入
力
操
作
訓

練
に
市
の
防
災
担
当
や

総
務
部
職
員
も
参
加
し

て
習
得
を
図
り
、
市
民

に
情
報
伝
達
で
き
る
よ

う
取
組
む
。

 
　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を

Ｑ

 
　

災
害
時
避
難
行
動
要

支
援
者
の
避
難
と
救
済

支
援
の
充
実
に
向
け
、

避
難
行
動
要
支
援
者
名

簿
の
町
内
会
へ
の
提
供

と
市
民
が
い
ち
早
く
避

難
す
る
た
め
に
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
活

用
し
た
災
害
情
報
共
有

シ
ス
テ
ム
の
運
用
は
。

 
　

自
助
・
共
助
・
公
助

を
基
本
と
し
た
防
災
力

ＱＡ 災
害
時
の
避
難
・
救
済
支

援
を

系
統
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス

が
運
行
さ
れ
て
い
る
が
、

一
般
客
も
利
用
可
能
に

で
き
な
い
か
。

 
　

児
童
生
徒
の
登
下
校

が
長
時
間
化
す
る
な
ど

現
時
点
で
は
困
難
。

【
他
の
質
問
】

　

保
護
司
法
改
正
に
伴
う

市
の
役
割
の
変
化
に
つ

い
て

Ａ

じ
た
小
型
車
両
へ
の
転

換
を
図
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

 
　

小
型
化
す
る
な
ど
効

率
的
な
運
行
に
取
組
ん

で
い
る
が
、
根
本
的
な

解
決
を
図
る
た
め
風
連

地
区
全
体
の
市
民
ニ
ー

ズ
を
的
確
に
把
握
す
る

必
要
が
あ
る
。

 
　

風
連
地
区
だ
け
で
４

ＡＱ

 
　

高
齢
者
等
、
自
家
用

車
を
持
た
な
い
市
民
に

と
っ
て
地
域
公
共
交
通

の
充
実
は
大
き
な
問
題
。

現
状
を
ど
う
考
え
て
い

る
か
。

 
　

限
ら
れ
た
財
源
の
中
、

効
率
的
・
効
果
的
な
運

用
と
利
便
性
の
高
い
交

通
体
系
の
維
持
は 
喫  
緊 

き
っ 
き
ん

の
課
題
だ
が
、
一
部
の

路
線
に
つ
い
て
は
利
用

者
減
に
よ
り
補
助
要
件

を
維
持
で
き
な
い
厳
し

い
状
況
。

 
　

乗
客
が
少
な
い
路
線

で
大
型
バ
ス
を
運
行
さ

せ
て
い
る
実
態
が
見
受

け
ら
れ
る
。
需
要
に
応

ＱＡＱ

利便性の高い地域公共交通の実現に向けて
現
状
に
お
け
る
問
題
点
は

スピーキャン・ライデン、Lアラート
の登録や周知を

ＡＩ活用型オンデマンドバス「のるーと名寄」

ス
ピ
ー
キ
ャ
ン・
ラ
イ
デ

ン
の
周
知
を

向
上
や
被
害
の

抑
制
に
努
め
、

町
内
会
に
名
簿

の
提
供
を
進
め

る
。
災
害
情
報

を
発
信
す
る
に

は
、
市
役
所
名

寄
庁
舎
内
に
設

置
し
て
い
る
シ

需
要
に
応
じ
た
運
行
体

制
へ
改
善
を

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
利
用

 高  橋 　 伸  典  議員
たか はし しん すけ

公　明

 谷 　　 聡  議員
たに さとし

市政クラブ



市政全般について考え方や方針などを市長などに質問します
二次元コードより発言の様子を見ることができます 10

一般質問

名寄農業の未来を描く振興計画に

次期名寄市農業・農村振興計画について

 
　

食
料
安
全
保
障
・
土

地
保
全
を
担
保
す
る
手

法
は
。

 
　

市
独
自
の
取
組
み
は

な
い
が
中
山
間
地
域
等

直
接
支
払
交
付
金
・
多

面
的
機
能
支
払
交
付
金

等
を
活
用
し
農
地
を
維

持
す
る
取
組
み
や
圃
場

整
備
等
の
国
の
事
業
等

を
活
用
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

ＱＡ

 
　

今
日
の
環
境
に
お
け

る
計
画
の
最
重
要
テ
ー

マ
は
。

 
　

農
業
・
農
村
を
維
持

し
将
来
に
向
け
て
持
続

的
に
発
展
し
て
い
く
た

め
に
必
要
な
取
組
み
に

か
か
わ
る
も
の
と
考
え

て
い
る
。

 
　

将
来
の
農
地
面
積
、

担
い
手
数
、
農
業
生
産

額
の
維
持
、
向
上
の
鍵

は
。（
あ
え
て
一
つ
）

 
　

い
く
つ
も
の
課
題
が

あ
る
が
、
あ
え
て
一
つ

挙
げ
る
な
ら
農
地
を
守

る
こ
と
を
含
め
担
い
手

の
確
保
が
重
要
と
考
え

て
い
る
。
そ
の
上
で
受

入
地
域
の
理
解
が
重
要

ＱＡＱＡ 計
画
の
骨
子
の
テ
ー
マ

と
課
題

 
　

体
育
専
科
教
員
の
配

置
に
努
め
、
体
育
科
の

授
業
を
中
心
に
学
校
と

連
携
し
て
い
く
。
ま
た
、

行
政
が
施
策
の
方
向
性

を
示
し
、
N
ス
ポ
ー
ツ

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
な
よ
ろ

が
専
門
的
な
実
効
性
を

発
揮
す
る
と
い
う
役
割

分
担
の
も
と
、
意
欲
的

に
ス
ポ
ー
ツ
に
取
組
め

る
環
境
づ
く
り
に
努
め

る
。

Ａ

 
　

風
連
地
区
の
社
会
教

育
・
公
民
館
活
動
の
拠

点
で
あ
る
「
ふ
う
れ
ん

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
」

か
ら
事
務
所
が
移
動
し
、

担
当
者
が
常
駐
し
な
く

な
る
。
今
後
の
活
動
へ

の
影
響
は
。

 
　
「
名
寄
市
風
連
公
民

館
」
の
看
板
は
交
流
セ

ン
タ
ー
か
ら
移
動
し
な

い
。
事
業
の
企
画
運
営

を
社
会
教
育
課
で
効
率

良
く
行
い
、
連
携
し
な

が
ら
名
寄
・
風
連
そ
れ

ぞ
れ
の
会
場
で
事
業
実

施
し
て
い
く
。

 
　

活
動
に
不
便
を
生
じ

さ
せ
な
い
た
め
に
は
。

 
　

事
務
所
の
移
動
に
よ

ＱＡＱＡ

連携（つながり）強化を
社
会
教
育
推
進
の
た
め

に
は

名寄市風連公民館の看板が掲げられた
ふうれん地域交流センター

と
い
う
回
答
が
多
い
。

 
　

総
花
的
な
計
画
に
陥

ら
な
い
た
め
の
方
策
は

何
か
。

 
　

数
値
目
標
や
総
合
計

画
に
あ
る
よ
う
な
重
点

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
的
打
ち

出
し
、
又
は
前
回
の
計

画
で
は
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

版
な
ど
で
示
さ
せ
て
も

ら
っ
た
。
今
後
検
討
し

な
が
ら
進
め
て
い
き
た

い
。

ＱＡ

り
相
談
場
所
は
風
連
庁

舎
に
変
わ
る
が
、
丁
寧

な
対
応
に
努
め
る
。
事

業
の
際
に
は
担
当
者
が

会
場
に
出
向
く
。

 
　

全
国
体
力
・
運
動
能

力
・
運
動
習
慣
等
調
査

結
果
か
ら
中
学
生
の
体

力
・
運
動
能
力
に
課
題

が
あ
る
。
改
善
を
目
指

す
上
で
の
連
携
は
。

Ｑ

農
業
の
公
共
的
使
命

体
力
向
上
を
目
指
し
た

連
携
は

 水  間 　 健  詞  議員
みず ま けん じ

市政クラブ

 山  崎   真  由  美  議員
やま ざき ま ゆ み

市民ネット



質問・答弁の原稿は質問者本人がまとめたものです11

一般質問

ジェンダー平等で誰もがくらしやすい社会を

る
バ
ス
や
の
る
ー
と
名

寄
の
分
か
り
や
す
い
説

明
を
。

 
　

オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス

「
の
る
ー
と
名
寄
」、「
市

内
周
り
徳
田
線（
イ
オ

ン
バ
ス
）」「
ピ
ヤ
シ
リ

線
」や「
風
連
線
」が
運

行
さ
れ
て
い
る
。乗
り

慣
れ
て
も
ら
う
た
め
に

情
報
発
信
を
し
て
い
く
。

【
他
の
質
問
】

　

名
寄
市
立
大
学
の
法
人

化
に
か
か
わ
っ
て

Ａ

得
や
研
修
活
動
に
支
援

を
行
っ
て
い
る
。

 
　

Ｄ
Ｖ
な
ど
か
ら
一
時

避
難
で
き
る
場
所
が
必

要
。
公
営
住
宅
の
活
用

は
。

 
　

Ｄ
Ｖ
防
止
法
第
６
条

に
よ
り
、
警
察
等
へ
の

通
報
の
努
力
義
務
が
あ

り
、
安
全
が
確
保
で
き

る
と
考
え
る
。

 
　

市
内
循
環
バ
ス
が
運

ＱＡＱ

 
　

２
０
２
６
年
は
国
連

が
定
め
た
「
女
性
農
業

従
事
者
の
国
際
年
」。

世
界
の
食
料
生
産
を
支

え
る
女
性
の
役
割
に
光

を
当
て
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー

格
差
の
解
消
、
女
性
農

業
者
の
生
計
向
上
を
目

指
す
具
体
的
な
行
動
を

促
進
す
る
1
年
と
な
る
。

名
寄
市
の
状
況
と
対
策

を
伺
う
。

 
　

本
市
で
は
、
女
性
農

業
者
の
働
き
方
な
ど
に

関
す
る
調
査
は
行
っ
て

い
な
い
が
、
農
業
に
お

け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

に
資
す
る
主
な
取
組
み

と
し
て
、
家
族
経
営
協

定
の
推
進
や
、
免
許
取

ＱＡ ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
に
か

か
わ
っ
て

す
る
。

 
　

合
宿
を
誘
致
す
る
人

材
の
育
成
は
。

 
　

計
画
段
階
で
の
相
談
、

施
設
利
用
の
調
整
、
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
パ
ー
ト

ナ
ー
の
準
備
と
い
う
３

つ
の
役
割
は
重
要
な
課

題
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。
そ
の
解
決
の
核

と
な
る
の
が
Ｎ
ス
ポ
ー

ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
な
よ

ろ
で
あ
る
。

ＱＡ

え
て
活
性
化
を
図
っ
て

は
ど
う
か
。

 
　

公
立
大
学
法
人
化
に

よ
り
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
迅
速
で
柔
軟
な
意
思

決
定
が
可
能
に
な
る
。

冬
季
ス
ポ
ー
ツ
に
着
目

し
た
取
組
み
も
含
め
、

本
学
独
自
の
価
値
を
創

出
す
る
と
と
も
に
、
そ

の
特
色
を
分
か
り
や
す

く
情
報
発
信
す
る
こ
と

で
、
学
生
か
ら
選
ば
れ

る
大
学
づ
く
り
を
推
進

Ａ

 
　

今
シ
ー
ズ
ン
の
主
要

な
全
国
大
会
の
実
績
と

そ
の
宿
泊
先
は
。

 
　

全
国
高
校
選
抜
ス

キ
ー
大
会
が　

名
、
全

45

日
本
学
生
ス
キ
ー
選
手

権
が
４
５
６
名
、
全
日

本
ジ
ュ
ニ
ア
ス
キ
ー
選

手
権
が
３
３
５
名
エ
ン

ト
リ
ー
さ
れ
た
。
宿
泊

は
市
内
の
ホ
テ
ル
、
旅

館
、
公
共
施
設
「
森
の

休
暇
村
」
の
ほ
か
、
市

内
の
収
容
能
力
を
上
回

る
分
は
近
隣
自
治
体
の

施
設
に
宿
泊
し
て
い
る
。

 
　

令
和
９
年
４
月
の
法

人
化
を
機
に
冬
季
ス

ポ
ー
ツ
の
指
導
者
を
迎

ＱＡＱ

冬季スポーツ拠点化に向けて
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
、
大
会

誘
致

３月８日付け地元新聞に掲載された、
国際女性デーを知らせる広告

なよろ健康の森で繰り広げられた
全日本学生スキー選手権大会
（ノルディック種目）

名
寄
市
立
大
学
の
役
割

合
宿
誘
致
人
材
の
養
成

市
内
の
移
動
手
段
に
か

か
わ
っ
て

行
停
止
し
、

市
民
は
買

い
物
や
通

院
な
ど
の

移
動
に
不

便
さ
を
感

じ
て
い
る
。

利
用
で
き

 川  村 　 幸  栄  議員
かわ むら ゆき え

日本共産党

 中  畠 　 孝  幸  議員
なか はた たか ゆき

共生なよろ
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市民との　　
　意見交換会

民生委員の業務が知られていなく
て、成り手が見つからない

12

たくさんの声をありがとうございました！
市民との意見交換会、今年は常任委員会ごとに開催しました

参加団体　民生委員・高齢者事業団・
　　　　　小規模多機能型居宅介護施設・
　　　　　高齢者向け介護施設

活動の現場から（意見・課題は）

◎「意見交換会」で寄せられた課題を整理し、議会として政策立案や行政に提言できるよう取組みます。

住み続けたいと思える　　　
　　　まちに何が必要？

公共交通、特に冬の交通手段が必要

次世代につなげる　　　
まちづくり　　　　
　　必要なことは？

毅イベントや活動情報の積極的発信

毅イベント、活動等への送迎

毅冬の交通手段の充実

毅特産品を活かした商品開発

毅カフェがあればなぁ…

毅たこ焼き、お好み焼きといったご飯屋さん
がもっとあったら嬉しい

毅日曜日でも勉強等に集中できる場所があれ
ばいいな

厚生文教常任委員会 総務産業常任委員会

参加団体　名寄市立大学栄養学科　学生

訪問看護職員は1人で30人から
40人に訪問介護を行っている

介護施設は年2回避難訓練を行っ
ているが、車椅子を使っての避難
体制構築が大変

介護職は体力的に作業がきつく離
職者が多い。市としても稼働労働
者を地方で優遇する取組みを

介護事業所では利用者の待機状態
が続き、高齢者の増加にサービス
が追いついていない

行政・町内会連合会・民生委員・
ネットワーク推進委員が連携し、
高齢者の把握をしなければいけな
い

奨学金返済支援制度の拡充春の田植え時期は人手不足を感じ
ている

学んでいることを活かし
て働ける職場
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トピックス

　

今
定
例
会
で
は
、

一
般
質
問
に
８
名
の

議
員
が
登
壇
し
ま
し

た
。
ま
た
予
算
審
査

特
別
委
員
会
を
設
置

し
、
新
年
度
予
算
の
審
査
を

行
い
、
原
案
の
と
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

　

我
々
の
任
期
も
残
り
１
年

と
な
り
ま
す
が
、
名
寄
市
総

合
計
画
（
第
２
次
）
の
最
終

年
度
で
あ
り
、
次
期
総
合
計

画
策
定
も
含
め
重
要
な
１
年

で
す
。
市
の
財
政
状
況
が
厳

し
い
中
に
お
い
て
も
持
続
可

能
な
行
政
運
営
に
向
け
て
事

業
の
厳
選
や
見
直
し
な
ど
、

議
会
と
し
て
の
役
割
を
果
た

せ
る
よ
う
、
責
任
と
覚
悟
を

持
っ
て
取
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

 山  田 　 典  幸  議長
やま だ のり ゆき

議会を代表して
活動報告をお届
けします

森林・林業・林産業活性化
推進名寄市議会議員連盟
研修会
　1月26日（月）市役所4階大会議室におい
て、上川総合振興局林務課の服部聡氏を講師
にお迎えし研修会を開催しました。林業従事
者の現状や木に親しんでもらう取組みなどに

ついて講義
していただ
き、林業を
取り巻く現
状等の理解
を深めまし
た。

議員会新年研修会
　名寄市スポーツ協会、風連スポーツ協会、
Ｎスポーツコミッションの３団体が統合して
誕生した「Ｎスポーツコミッションなよろ」
会長遠藤貴広氏を講師に招き、本年１月19
日、議員会研修会が開かれました。遠藤会長
からは組織統合の意義や今後の課題について

述べられました。
部活動の地域展
開、市民の健康
増進、地域の価
値向上の面で
「Ｎスポ」の今後
の活躍が期待さ
れます。

研修会研修会②② 研修会研修会①①

議会日誌（２月〜４月まで）
１回厚生文教常任委員会４日名寄市議会（本会議）
４回議会報特別委員会２回議会運営委員会
５回予算審査特別委員会１回総務産業常任委員会

お詫びします
　議会だより第79号の最終ページ
「きぼう」の欄で、下河原菜々花さん
のフリガナを「しもかわらななか」
としましたが、正しくは「しもかわ
らななは」です。訂正してお詫びい
たします。 名寄市議会

名寄市議会ホームページ

詳しい議会活動は、議会ホームページでご覧いただけます

上川北部地区の林業分野における
人材確保について演題 Ｎスポーツコミッションなよろが目指す未来演題
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『名寄東中学校  除雪ボランティア』です
　名寄東中学校では名寄市社会福祉協議会と連携して高齢者世帯を対象
としたボランティア活動を行っています。
　この活動では除雪を通し
て高齢者の不安を取り除く
ことも目的となっています。
　参加した名寄東中学生は
今回の活動を通して感謝さ
れることの嬉しさや達成感
などを学びつつ、街を活気づ
けることができました。

表紙写真の
紹介

名寄市議会だよりは再生紙を使用しています。
資源を大切に、ごみの減量・リサイクルにご協力下さい。

議会だより　なよろ　第80号　令和8年5月1日
発行:名寄市議会　編集:議会報特別委員会　印刷:㈲喜多印刷所
◆TEL（01654）３−２１１１

き　ぼ　う

　名寄市統計協議会に携
わって55年になります。

　昨年2025年10月1日を調査基準日として、
第22回国勢調査が実施されました。大正9年
から105年を経て、全国一斉に5年毎にされ
てきています。日本の人口、世帯数、就労状態
を明らかにする、国や地方自治体にとって最も
重要な基幹統計調査です。
　名寄市にとっても調査の結果は国からの地方
交付金の算定の元となっています。しかし
105年の時間は国民としての義務、意識も弱
くなり、多面においても諸々の変化が起きてき
ています。調査員不足が続き、そのため市の若
い職員を中心に仕事後の時間や休日を使って調
査に携わり、苦労をしながらも無事にやり終え
ることができました。
　2030年は23回目の国勢調査の年です。今
回苦労された研修体験を生かし、市職員として
一層の成長を、名寄市統計協議会の一員として
心から期待をし、熱い応援をおくります。

若い力の可能性を応援鎧

 林 　 恭  子 
はやし きょう こ

　神奈川県出身の私に
とって、名寄の澄んだ空気

や四季の美しさ、人の温かさは、このまちの大
きな「きぼう」だと感じています。
　現在私は㈱もち米の里ふうれん特産館で働き、
道の駅なよろの運営に携わりながら、多くの来
訪者と接しています。お客様が名寄の魅力に触
れて笑顔になる姿を見るたびに、地域の持つ可
能性を強く感じます。また、地域のにぎわいづ
くりの一つとして小さいながらも道の駅として
の雪まつりの復帰にも関わることができました。
これからも交流の拠点づくりを通じて人と地域
をつなぎ、名寄の未来につながる希望を広げて
いきたいと思います。これからも道の駅の仕事
を通して名寄の魅力を伝え、訪れる人と地域の
人がつながる場所を大切にしていきたいと考え
ています。

このまちの「きぼう」

 奥  山 　 雄  二 
おく やま ゆう じ
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